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長崎県初記録のミナベヒメジ Parupeneus biaculeatus

中島田正希 1・藤田晴大 2・和田英敏 3

Parupeneus biaculeatus (Richardson, 1846) (Perciformes: 
Mullidae), previously known from Wakayama, Yamaguchi, Ko-
chi, Kumamoto, Miyazaki, and Kagoshima prefectures in Jap-
anese waters, is recorded from Nagasaki Prefecture for the first 
time, based on two specimens [279.8 mm (from Goto Islands) 
and 293.6 mm (detail locality unknown) in standard length] and 
an underwater photograph (a single individual taken at Naga-
saki City). The present specimens and underwater photograph 
suggest that the species is widely distributed in the west coast of 
Kyushu.
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 Abstract

ミナベヒメジ Parupeneus biaculeatus (Richardson, 1846)

はスズキ目ヒメジ科に属する海水魚である．本種は和歌

山県みなべ町より得られた標本に基づき，2015年に標準

和名が提唱された（池田・中坊，2015）．その後，鹿児

島県より同属他種のホウライヒメジ Parupeneus cilliatus 

(Lacepède, 1802)との比較を交えて報告されて以降（田

代・本村，2015），山口県日本海側，熊本県天草市，宮崎

県，鹿児島県屋久島などから報告されている（Iwatsuki et 

al., 2017；藤原ほか，2018；村瀬ほか，2019；和田ほか，

2019；園山ほか，2020）．

2019年から 2020年にかけて，五島列島および長崎県の

近海より本種に同定される 2個体が得られた．また，2020

年の 9月には長崎市にある新長崎漁港にて本種に同定され

る水中写真が撮影された．これらの標本および画像は本種

の長崎県からの初記録となるため，本種の分布記録の蓄積

のため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計測および計数は概ね Randall (2004)と岸本ほか

（2006）に従い，ノギスを用いて 0.1 mm単位まで計測した．

ただし，尾柄周列鱗数は中坊・中山（2013）に従い，尾鰭

鰭条数は上下の主鰭条および分枝軟条をそれぞれ合計して

表記した．標準体長は本文中では SLあるいは体長と略記

した．色彩の記載は固定前に撮影された 2標本のカラー写

真に基づく（Fig. 1: KAUM–I. 142440; Fig. 2: SNFR 22669）．

鹿児島大学総合研究博物館の所蔵標本の作成・登録方法は

本村（2009）に従った．本研究に用いた標本は鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）および水産研究・教育機構水

産技術研究所魚類コレクション（SNFR）に保管されてお

り，生鮮時写真は両研究機関のデータベースに保管されて

いる．この他，本報告中で用いられている研究機関略号は

以下の通り：FAKU―京都大学総合博物館．

Parupeneus biaculeatus (Richardson, 1846)

ミナベヒメジ
（Figs. 1–3）

標本　2個体（体長 279.8−293.6 mm）：KAUM–I. 142440，

279.8 mm SL，2020年 4月 30日，長崎県五島列島東南方，

印束商店より購入，中島田正希；SNFR 22669，293.6 mm 

SL，2019年 10月 25日，長崎県近海（詳細な産地は不明），

印束商店より購入，藤田晴大．

水中写真　KAUM–II. 92（Fig. 3），全長およそ 20 cm，長崎

県長崎市三京町　新長崎漁港（30°49ʹ10ʺN, 129°45ʹ20ʺE），

水深 5 m，2020年 9月 26日，藤田晴大．

記載　体長に対する各部の割合（%）は以下の通り：頭

長 30.3−34.0；体高 31.6−32.9；体幅 14.5−16.6；眼窩径 5.4−6.1；

両眼間隔幅 9.3−11.8；頬部高 12.1−13.9；上顎長 11.8−14.4；

髭長 21.4−22.6；尾柄高 11.8−13.3；尾柄長 22.7−26.6；第 1



Ichthy 5 ǀ 2021 ǀ 12

Nakashimada et al. — Parupeneus biaculeatus from Nagasaki Prefecture

背鰭最長棘長 17.8−22.2；第 2背鰭最長軟条長 12.4−12.8；

臀鰭最長軟条長 12.5−12.7；尾鰭長 23.2−23.5；尾鰭後縁

の切れ込みの深さ 13.8−19.5；胸鰭長 19.5−22.8；腹鰭長

20.5−23.1．各部の計数値は以下の通り：鰓耙数 6+22；背

鰭鰭条 VIII+9−10；臀鰭軟条数 7；胸鰭軟条数 15−16；腹

鰭鰭条 I, 5；側線上方横列鱗数 3；側線有孔鱗数 27−28；第 1・

第 2背鰭間縦列鱗数 3；尾柄周列鱗数 14；尾鰭主鰭条数

15；尾鰭分枝軟条数 13．

体はやや側扁し，長円形をなす．体背縁は吻端から項

部にかけて急峻に上昇し，その後第 1背鰭起部にかけて緩

やかに上昇する；第 1背鰭起部から第 2背鰭起部までの体

背縁は体軸とほぼ平行で，その後尾柄後端にかけて緩やか

に下降する．下顎前端から肛門までの体腹縁はごく緩やか

に下降し，その後尾柄後端にかけて緩やかに上昇する．尾

Fig. 1. Fresh specimen of Parupeneus biaculeatus from the Goto Islands, Nagasaki Prefecture, Japan (KAUM–I. 144240, 279.8 mm 
SL).

Fig. 2. Fresh specimen of Parupeneus biaculeatus from Nagasaki Prefecture, Japan (SNFR 22669, 293.6 mm SL). Photo by K. Hoshi-
no.
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柄は強く側扁する．

口は亜端位で小さく，頭部前端に位置し，上顎前端は

下顎前端より明瞭に突出する；両唇は肥厚する；主上顎骨

後端は眼前端の直下に位置する．両顎に中庸な大きさの鈍

い円錐歯をもち，それぞれ 1列に並ぶ；鋤骨，口蓋骨，お

よび舌上に歯がない．下顎縫合部から 1対のやや長い髭が

伸びる；後端は前鰓蓋骨後縁と鰓蓋後端の間に位置する．

鼻孔は 2対で，頭部側面に位置する；前鼻孔は小さく，吻

部中央よりわずかに前方に位置し，背腹方向に長い裂孔状；

後鼻孔は眼の直前かつ前鼻孔より著しく上方に位置し，背

腹方向に長い裂孔状．眼は頭部の中央よりわずか後方に位

置し，わずかに前後に長い長円形；眼下縁は吻端より上方

にある；頭部背縁と眼背縁は離れる．前鰓蓋骨下縁と後縁

は円滑．前鰓蓋骨後縁直後の主鰓蓋骨上に背腹方向に走る

1本の隆起線がある；鰓蓋の上端直下に扁平な 2棘があり，

下方の棘は上方の棘より強大．鰓条骨数は 3，鰓膜は峡部

において癒合する．頭部は両唇，吻端，および鰓膜を除い

て被鱗する．体は肩帯前縁と胸鰭腋部を除いて被鱗する．

頭部と体は大きく剥がれやすい櫛鱗に覆われる．側線は肩

帯上部から始まり，第 5側線有孔鱗まで直走し，その後尾

柄後端まで緩やかに下降する；側線有孔鱗の側線管は露出

部で全て分枝する．

背鰭は 2基で，第 1背鰭起部は第 3側線有孔鱗の直上，

第 2背鰭起部は尾部前端にそれぞれ位置し，基底はほぼ同

長；第 1背鰭は三角形で，棘条のみで構成される；第 1棘

はごく短く，KAUM–I. 144240では第 4棘が，SNFR 22669

では第 3棘が，それぞれ最長；第 1背鰭は第 2背鰭より高

い．第 2背鰭は軟条のみから構成され，第 1軟条を除く軟

条は全て分枝する；第 3軟条（SNFR 22669では第 2軟条）

が最長で，以降次第に短くなってゆくが，最終軟条はその

前の軟条よりわずかに長い．臀鰭起部は第 2背鰭第 4軟条

直下に位置する；臀鰭は全て軟条で構成され，第 1軟条を

除く軟条は全て分枝する；第 3軟条が最長で，以降だんだ

んと短くなってゆくが，最終軟条はその前の軟条よりわず

かに長い．尾鰭後縁は湾入し，上下葉の後縁はわずかに膨

らむ；尾鰭基底部は中央を除き小さな櫛鱗に覆われる．胸

鰭基底上端は鰓蓋後端の直後，基底下端は第 1背鰭第 2棘

ほぼ直下に位置し，基底下端と吻端はほぼ同高である；胸

鰭は上方の 2軟条が不分枝で，その他の軟条は全て分枝し，

KAUM–I. 144240は 5軟条が，SNFR 22669では 4軟条が

それぞれ最長．鰭の後端は第 1背鰭最終鰭膜後端直下に達

する．腹鰭は胸位で，起部は胸鰭基底直下に位置する；腹

鰭は三角形を呈し，畳んだ後端は胸鰭基底後端直下に達す

る；腹鰭基底上方に後端が尖った変形鱗が 1枚ある；両側

の基底は 1鱗列で隔てられる．

生鮮時の色彩　頭部の地色は桃色，体の地色は赤みの
強い朱色で，体側下部およそ 1/2は淡い桃色．体側に太い

2本の褐色がかった不明瞭な赤色縦帯をもち，上方のもの

は吻端から眼を通過し，側線の前半部に沿い曲線的に走

り，下方のものは吻端から尾鰭基底にかけて体軸と平行に

走り，両縦帯はいずれも躯幹部と尾部においてより不明瞭

となる．吻端から眼にかけて，および主上顎骨後方から鰓

蓋後端にかけて，2本の白色がかった桃色の細い縦帯が上

述の太い赤色縦帯の下縁に沿って走り，躯幹部と尾部にお

いて不明瞭かつ破線状となる．髭は白色．虹彩は桃色．後

頭部，背鰭基底にくすんだ褐色域がある．体側下半部に 3

本の不明瞭な細い黄色縦帯がある．尾柄の上方 1/2は赤色，

下方 1/2は淡桃色で，中央部に体軸にほぼ平行な 2本の不

明瞭な淡黄色縦帯がある；尾柄背面後方にごく不明瞭な褐

色鞍状斑がある．第 1背鰭の棘とその周囲の鰭膜は黄色み

がかった桃色で，前半部において黄色みが強い．第 2背鰭

は淡桃色で，黄色の虫食い状斑紋がある．臀鰭は桃色で，

第 1軟条の基底からおよそ 3分の 1から第 7軟条のおよそ

3分の 1の高さの位置にかけて走る細い破線状の黄色縦帯

をもつ；第 2鰭膜中央と第 4軟条中央にごく薄い黄色斑が

ある（SNFR 22669にはない）．尾鰭は桃色で，第 4−10分

枝軟条は黄色を帯びる．胸鰭鰭条と鰭膜は淡桃色で，基底

は赤色．腹鰭は桃色で，鰭条に沿って 3本の黄色線がある

（SNFR 22669では腹鰭第 4−5軟条が白色で，鰭条に沿う

黄色線がなく，基底部に前縁から後縁まで走る 1本の細い

白色縦線がある）．

分布　本種は日本，中国南シナ海沿岸，ベトナム，
およびインドネシアの小スンダ列島より知られている

（Randall, 2004；池田・中坊，2015）．日本においては和歌

山県（池田・中坊，2015），山口県の日本海（藤原ほか，

2018；園山ほか，2020），高知県以布利（中坊，2001；備

考を参照），長崎県（本研究），熊本県天草市（和田ほか，

2019），宮崎県（Iwatsuki et al., 2017；村瀬ほか，2019），

鹿児島県本土（田代・本村，2015；岩坪・本村，2017；

公益財団法人鹿児島市水族館公社，2018；小枝，2018, 

2020），および屋久島（Motomura and Harazaki, 2017）より

知られている．

Fig. 3. Underwater photograph of Parupeneus biaculeatus 
(KAUM–II. 92, ca. 200 mm TL, Shin-Nagasaki Fishing Port, 
Nagasaki City, Nagasaki Prefecture, 5 m depth, 26 September 
2020). Photo by H. Fujita.
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備考　本研究で記載した長崎産の 2標本は背鰭が 8棘 9

軟条（ただしKAUM–I. 144240では 10軟条），臀鰭が 7軟条，

胸鰭が 15−16軟条であること，両背鰭間の縦列鱗数が 3

であること，両顎歯が鈍い円錐歯で 1列に並ぶ，および鋤

骨と口蓋骨に歯がないことなどの形態的特徴が，Randall 

(2004)の報告した Parupeneusと一致した．五島列島産の 1

標本（KAUM–I. 144240）の第 2背鰭軟条数については，1

本のみの相違であることと，その他の標徴には差異がみら

れなかったことから，個体変異の範疇であると判断した．

また，胸鰭鰭条数が 15−16であること，鰓耙数が 6 + 22

であること，頭長が髭長の 1.35−1.59倍であること，体背

面は赤く，体腹面は淡い桃色で，生鮮時において体側に 2

本の赤色縦帯があり，上部の縦帯は眼を通ること，尾柄に

明瞭な黒色斑がなく，わずかに褐色域があること，および

髭が白いことが，Randall (2004)および田代・本村（2015）

の報告した Parupeneus biaculeatusの標徴と一致したため，

本種と同定された．

本研究で用いた標本は，体各部の体長または頭長に対

する比率の一部と背鰭棘の状態が Randall (2004)の示し

た値・記載と僅かに異なっていた［例えば，頭長は吻長

の 1.73−1.74 倍（1.85−2.3 倍；Randall, 2004）；KAUM–I. 

144240は第 1背鰭第 4棘が最長（第 3棘が最長）；頭長

は胸鰭長の 1.49−1.55倍（1.3−1.45倍）；頭長は腹鰭長の

1.47−1.48倍（1.3−1.45倍）］．これらの相違はひじょうに

僅かであることから，P. biaculeatusの種内変異であると

考えられるが，Randall (2004)が記載に用いた標本は体長

83–247 mm（35個体）であるのに対し，本研究で用いた

標本は体長 279.8−293.6 mmと大型であることから成長に

伴う形態変化である可能性も考えられる．また色彩に関し

ても Randall (2004)との差異が以下の通り確認された［記

載標本では体側の 2本の縦帯が不明瞭で，縁取られない（上

方の縦帯が黄色と白色あるいは赤色で縁取られ，下方の縦

帯が白色から桃色で縁取られる；Randall, 2004）；体側の 2

本の縦帯が躯幹部と尾部において不明瞭となる（下方の縦

帯は尾鰭基底まで続く）；眼の後方に暗褐色から黒色の斑

点がない（眼後方上部の縦帯上に暗褐色から黒色の斑点が

ある）；各鰭が淡い赤色から桃色であり，黄色域がある（黄

色域に関する記載はない）］．これらの差異に関しては，体

側の縦帯が大型個体となるに従って不明瞭となる傾向が

知られていること（田代・本村，2015）や，小枝（2018, 

2020）に本研究で用いた標本と極めてよく似た色彩を示す

個体の画像が示されていることから，本種の個体変異の範

疇であると判断した．そして，田代・本村（2015）が本種

の特徴とした，頭部から尾柄にかけての背面にある黄色縦

帯も，本研究に用いた標本では確認されなかったが，田代・

本村（2015）は，この黄色縦帯は死後の状況により不明瞭

になることを示唆していることから，本研究で用いた標本

における色彩も同様に退色したものと考えられる．

2020年 9月 26日に長崎県長崎市にある新長崎漁港にて

撮影されたウミヒゴイ属魚類 1個体の水中写真（Fig. 3）は，

体背面が赤みの褐色で，体腹面が白色であること，体側に

2本の暗赤色縦帯があり，上方の縦帯の上部は眼を通過し，

黄色で縁取られること，下方の縦帯は尾柄まで伸びるこ

と，尾柄背面に明瞭な白色および黒色縦帯が見られないこ

となどの色彩的特徴が Randall (2004)，池田・中坊（2015），

および田代・本村（2015）などの報告したミナベヒメジ P. 

biaculeatusの特徴に一致することから，本種に同定された．

高知県以布利より採集されたウミヒゴイ属の1種（中坊，

2001: FAKU 68429）は，「頭部と体の前半に 2本の濃赤色

帯があることでホウライヒメジとオキナヒメジに似るが，

尾柄上部に黒斑がないこと，眼の上部から第 2背鰭前半下

に到る黄色帯があることで区別できる」と解説されている

ことや，掲載されている画像の個体の第 2背鰭と臀鰭に白

色斑がないこと，髭が白いことなどの特徴からミナベヒメ

ジであると考えられる．

鏑木（2016）は，鹿児島県種子島より得られたウミヒ

ゴイ属魚類 1個体の画像をミナベヒメジとして報告してい

るが（鏑木，2016: 97），この個体は第 2背鰭と臀鰭に白色

もしくは淡色の斑点が見られないものの，体側の暗色縦帯

が第 2背鰭基底前方で不明瞭になること，体側腹面を除い

た鱗に 1つずつ白斑があり，後縁が暗色になること，髭が

白色ではなく黄色であることなどの色彩的特徴が Randall 

(2004)と田代・本村（2015）が報告したホウライヒメジ

Parupeneus cilliatusと一致することから，この個体はミナ

ベヒメジではなくホウライヒメジであると考えられる．

ミナベヒメジの国内におけるこれまでの分布記録は「分

布」の項に示した通りで，また，1948年から 2015年まで

の長崎県対馬の魚類相を網羅した竹内ほか（2015）にも本

種は掲載されていない．したがって，本研究の記載標本と

水中写真はミナベヒメジの長崎県からの初記録となる．こ

れまでの記録や本報告によって，日本国内において本種

は和歌山県以南の太平洋沿岸に加え，山口県以南の日本海

から東シナ海沿岸に広く分布することが考えられる．した

がって，現在のところ本種の記録が得られていない福岡県

および佐賀県の北岸においても本種が採集される可能性が

高いと考えられる．
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